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平成２７年度 大阪しあわせネットワーク 事業報告書 

 

１．平成 27 年度の概要 

大阪府社会福祉協議会ならびに社会福祉施設経営者部会・各施設種別部会では、昨今の社

会経済情勢の変化等により顕在化してきた“制度の狭間”の課題への対応や、改めて問われ

ている社会福祉法人のあり方をめぐる議論に“社会福祉法人の使命”として応えるため、こ

れまで大阪で取り組まれてきた実践をさらに発展し、社会福祉法人の強みを活かしたさま

ざまな地域貢献事業を推進する「大阪しあわせネットワーク（オール大阪の社会福祉法人に

よる社会貢献事業）」として、平成 27 年度から新たな一歩を踏み出した。 

平成 27 年度は、事業推進の基盤整備を中心に、オール大阪での取り組みをすすめるため、

事業の推進体制の再編成（社会貢献基金運営委員会や経営者部会社会貢献事業推進委員会）、

大阪しあわせネットワークの新パンフレットの制作・配布、“ロゴマーク”の提供、コミュ

ニティソーシャルワーカー養成など各種研修会の開催、事業への参画促進のための各種説

明・オリエンテーションの実施、「大阪しあわせネットワーク支援システム」による情報共

有と情報発信をはじめ、各種の取り組みを行うとともに、下記の事業を展開した。 

 

２．各事業の実績 

（１）生活困窮者レスキュー事業 

平成 16 年度から、老人施設部会を中心に取り組んできた、失業、介護、障がい、虐待や

DV などにより、今日・明日食べるものがない、電気・ガスが止まってしまった…など制度

の狭間の生活困窮に陥った方など、様々な“生活 SOS”に対応する総合生活相談事業「生活

困窮者レスキュー事業」についても、平成 27 年度から“オール大阪”で展開することとな

り、救護施設、障がい者支援施設、母子生活支援施設などにおいてもコミュニティソーシャ

ルワーカーによる総合生活相談事例がでているほか、保育園・スマイルサポーターと連携し

て対応を行った事例も出てきている。 

平成 27 年度の相談支援件数は、新規相談 2,587 件、継続相談 1,202 件、合計 3,789 件（社

会貢献支援員が支援に関わった事例のみ）で、相談支援事例のうち、「経済的援助（現物給

付）」による支援を行ったものは、646 世帯 44,144,098 円（再支援ケース 23 世帯 613,736

円を含む）であった。 

 

①相談支援件数 ※下記件数は社会貢献支援員の関わった事例のみの集計 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2月 3 月 合計

新
規

203 221 195 251 229 225 206 205 191 214 193 254 2,587

継
続91 100 100 97 82 103 114 82 103 109 110 111 1,202

計294 321 295 348 311 328 320 287 294 323 303 365 3,789
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②「経済的援助（現物給付）」を行った支援件数と金額 

月 件数（件） 金額（円） 月 件数（件） 金額（円） 

4 45 3,263,370 10 53 3,585,825 

5 57 3,769,136 11 64 4,257,366 

6 51 3,913,370 12 46 3,099,032 

7 64 4,122,713 1 47 2,922,638 

8 50 3,044,429 2 45 3,239,790 

9 56 3,800,054 3 68 5,126,375 

  646 44,144,098 

※上記の件数・金額には、再支援ケース 23 世帯 613,736 円を含む 

※10 万円を超える支援を行った件数は 26 件である。 

※施設からの残額返金が 334 件 8,743,247 円、対象者からの返還 

が 36 件 622,562 円があり、決算における経済的援助金額はこれ 

らを差し引いた 34,778,289 円となる。 

 

③「経済的援助（現物給付）」を行った相談支援事例の特徴と傾向 

「経済的援助（現物給付）」による支援を行った世帯の主な対象者の年齢は、40 歳代、30
歳代、70 歳代の順に多く、近年、20～50 歳代が増加傾向にある。各年代における男女の比

率についてみると、20・80 歳代については女性の割合が多く、40・60 歳代については男性

の割合が他の世代に比べて多い。 
また、世帯の特徴については、「失業・未就労・高齢（介護等）、傷病」を要因とするもの

が多く、複合的な生活困窮要因を抱えている世帯が多い。支援内容については、「食材費・

光熱水費・住居関係費・日用品費」など生命・生活にかかわる緊急支援が約 70％を占めて

いる。相談の紹介経路については、行政、生活困窮者自立相談支援機関、市区町村社協の順

に多かった。 
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④寄贈物品・寄贈食材等による支援を行った相談支援事例の特徴と傾向 

社会貢献基金を活用した「経済的援助（現物給付）」による支援だけでなく、地域住民や

企業、関係団体等から寄付・提供をいただいたリユース可能な家電や家具、日用品、食品（米、

レトルト食品や缶詰、麺類など）も緊急的な支援が必要な場合に活用している。 

27 年度は、寄贈物品・寄贈食材等による支援を、844 世帯（1,393 人）に行った。支援を

行った世帯のうち、経済的援助（現物給付）による支援もあわせて行ったものは 27％（228

世帯 431 人）、経済的援助（現物給付）による支援を行わず、寄贈物品・寄贈食材等による

支援のみを行ったものは 73％（616 世帯 962 人）であった。 

 

 

（２）社会福祉法人の強みを活かしたさまざまな地域貢献事業の推進 

社会参加、居場所づくり、就労支援などをはじめ、各社会福祉法人（施設）で取り組まれ

ている、それぞれの特徴や強みを活かしたさまざまな地域貢献事業を推進するとともに“見

える化”をはかり、広く情報を発信している。情報発信として、本会機関誌「福祉おおさか」

に「頑張っています！社会福祉法人の地域貢献」と題した連載記事を掲載しているほか、平

成 28 年 3 月に「マッセ・市民セミナー」の枠組みを活用し、「社会福祉法人による地域貢献

事業実践報告会」を開催し、一般住民をはじめ、行政、福祉関係者、ＮＰＯなどに幅広く、

社会福祉法人による地域貢献実践についての情報発信をした。 

 

①福祉おおさか連載記事「頑張っています！社会福祉法人の地域貢献」 

№ 発行 内容 

1 9 月号 保育園の保護者からの心温まる支援でサポート 

2 11 月号 母子生活支援施設が取り組む子どもの学習支援と居場所づくり 

3 1 月号 相談援助技術研修会（事例検討会）を開催 

4 3 月号 児童福祉施設から温かい食事を届け見守った事例 
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②マッセ・市民セミナー「社会福祉法人による地域貢献事業実践報告会」 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 28.3.10 

大 阪 府

社 会 福

祉会館 

173 

＜実践報告＞ 

①地域ぐるみで子どもたちを育む！母子生活支援施設 

における“子どもの学習支援と居場所づくり”

社会福祉法人 みおつくし福祉会

母子生活支援施設東さくら園 園長 廣瀬みどり氏

少年指導員 吉村 敏幸 氏

②自立を目指して頑張る方々をサポート！救護施設 

における“農業や様々な作業を通じた就労支援”

社会福祉法人 みなと寮

救護施設 千里寮 施設長 木島 初正 氏

③悩んだ時は、保育園が力になります！ 

保育園の保護者の心が届いた支援事例

社会福祉法人 コイノニア福祉会

旭丘まぶね保育園 園長 阿瀨 みな子 氏

    特別養護老人ホーム 大阪好意の庭

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 高倉 由実 氏

＜コメンテーター＞ 

大阪教育大学教育学部教養学科人間科学講座

准教授 新崎 国広 氏

 

（３）「社会貢献基金（特別部会費）」の拠出 

「大阪しあわせネットワーク」を推進するため、「社会貢献基金（特別部会費）」について

も、平成 27 年度から社会福祉法人が運営するすべての施設種別から拠出がはじまった。 

平成 27 年度の「社会貢献基金（特別部会費）」は、本会会員施設のうち、1,011 施設 73％

（社会福祉法人が運営する会員施設 1,383 施設中）から 172,851,500 円の拠出があった。 
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３．委員会 

（１）経営者部会社会貢献事業検討会議 

オール大阪の社会福祉法人による社会貢献事業の立ち上げに向けて、平成 26 年度に 5回、

平成 27 年度に 2回の検討会議を開催し、議論・検討を行った。 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 27.4.7 

大阪社会

福祉指導

センター 

12 

平成２７年度スケジュールについて 

各部会における検討状況について 

事業推進体制について 

社会貢献支援員の配置体制について 

事業参加方法と活動状況把握について 

社会貢献基金（特別部会費）請求方法 

相談支援システムの機能拡充 

愛称と参加法人（施設）の明示方法 

事業説明資料（パンフレット）作成 

2 27.5.7 

大阪社会

福祉指導

センター 

11 

平成２７年度スケジュールについて 

各施設種別部会における検討状況について     

事業の周知・広報のすすめ方について 

事業イメージロゴの制作について 

暫定版の事業説明周知パンフレットの制作 

事業への参加と活動状況把握について      

社会貢献基金（特別部会費）の請求方法 

「社会貢献事業相談支援システム」の機能拡 

「就労訓練事業（中間的就労）就労支援担当者養

成研修会について 

 

（２）経営者部会社会貢献事業推進委員会 

 「大阪しあわせネットワーク（オール大阪の社会福祉法人による社会貢献事業）」の推進

にあたり、各施設種別部会から選出された委員が参画し、事業全般に関する企画・運営、各

施設種別部会間の調整を行った。 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 27.8.24 

大阪社会

福祉指導

センター 

10 

事業推進体制について 

大阪しあわせネットワークへの参加促進 

大阪しあわせネットワーク支援システム 

社会貢献支援員の配置 

生活困窮者レスキュー事業 

社会福祉法人の強みを活かしたさまざまな地域貢 

献事業の開発・展開 

特別部会費の拠出 

社会福祉法人の実践の見える化 

2 27.10.28 

大阪社会

福祉指導

センター 

10 

社会貢献基金の拠出状況 

平成 27 年度補正予算 

大阪しあわせネットワーク支援システム 
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№ 日付 会場 人数 内容 

生活困窮者レスキュー事業の支援実績 

研修会等の開催状況 

福祉おおさか連載記事 

社会福祉法人の地域貢献事業実施状況調査 

社会福祉法人による地域貢献事業実践報告会 

理事長・施設長セミナー 

社会貢献支援員の公募 

各部会の取組み状況等 

3 28.3.7 

大阪府社

会福祉会

館 

12 

平成 27 年度事業報告案 

生活困窮者レスキュー事業 

社会福祉法人の強みを活かしたさまざまな地域貢 

献事業 

社会貢献基金の拠出状況 

27 年度補正予算案 

平成 28 年度事業計画案、スケジュール案、当初予

算案について 

社会貢献支援員の配置について 

大阪しあわせネットワーク支援システムについて 

社会貢献事業報告書について 

各部会の取組み状況等について 

 

（３）社会貢献基金運営委員会 

「大阪しあわせネットワーク（オール大阪の社会福祉法人による社会貢献事業）」の事業

全般に関する審議、「社会貢献基金」の適正な管理のため、学識経験者、民間団体、各施設

種別部会から選出された委員、行政オブザーバーにより構成する委員会で審議を行った。 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 27.8.26 

大阪社会

福祉指導

センター 

17 

社会貢献基金運営委員会の役割・位置づけについて

大阪しあわせネットワークの進捗状況について 

社会貢献基金の拠出・納入状況について 

生活困窮者レスキュー事業の実績について 

社会貢献事業報告書について 

2 28.3.7 

大阪社会

福祉指導

センター 

16 

平成 27 年度事業報告案について 

社会貢献基金の状況について 

生活困窮者レスキュー事業の経済的援助事例 

平成 28 年度事業について 

27 年度補正予算・28 年度当初予算案について 

社会貢献事業報告書について 
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４．社会貢献支援員の配置 

（１）社会貢献支援員の配置状況 

No 担当地域 氏名 駐在先（法人名/施設・事業所） 

1 豊中市・池田市・箕面市 上杉 憲司 
（福）大阪府社会福祉事業団 

特別養護老人ﾎｰﾑ豊寿荘 

2 
吹田市・能勢町・豊能町・

茨木市 
梅原 早苗 

（福）藍野福祉会 

特別養護老人ﾎｰﾑ青藍荘 

3 高槻市・島本町・摂津市 市山 大樹 
（福）みどりヶ丘会 

ｸﾞﾘｰﾝ特別養護老人ﾎｰﾑ 

4 枚方市・交野市 大東 幸雄 
（福）聖徳園 

特別養護老人ﾎｰﾑひらかた聖徳園 

5 寝屋川市・門真・守口 辰巳 正秀 
（福）百丈山合掌会 

特別養護老人ﾎｰﾑ合掌荘 

6 四條畷市・大東市 隅田 昌宏 
（福）大阪府社会福祉事業団 

特別養護老人ﾎｰﾑ四條畷荘 

7 東大阪市 湯村 丈司 
（福）由寿会 

特別養護老人ﾎｰﾑｱｰﾊﾞﾝｹｱ稲田 

8 東大阪市 堀井 義元 
（福）川福会 

特別養護老人ﾎｰﾑみのわの里 

9 
八尾市・柏原市・松原市・

藤井寺市 
下永田 智子 

（福）聖徳会 

まつばらｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ 

10 

羽曳野市・富田林市・大

阪狭山市・河内長野市・

太子町・河南町・千早赤

阪村 

宮本 茂美 
（福）成和会 

菊水苑富田林ｹｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

11 

大阪市（東淀川区・淀川

区・西淀川区・北区・福島

区・此花区） 

西川 満 
（福）井高野福祉会 

特別養護老人ﾎｰﾑ井高野園 

12 

大阪市（中央区・天王寺

区・西区・港区・大正区・

浪速区・西成区） 

川﨑 博之 
（福）みなと寮 

救護施設 第２港晴寮 

13 

大阪市（鶴見区・城東区・

都島区・旭区・東成区・生

野区） 

野津 達人 
（福）久栄会 

特別養護老人ﾎｰﾑｲﾝﾊﾟﾚｽみのり苑 

14 

大阪市（平野区・東住吉

区・住吉区・住之江区・阿

倍野区） 

朝川 三紀子 
（福）央福祉会 

特別養護老人ﾎｰﾑｳｪﾙﾈｽあびこ 

15 
堺市（中区・東区・南区・

美原区） 
井田 堤子 

（福）いずみ会 

特別養護老人ﾎｰﾑおおみの 

16 堺市（北区・堺区・西区） 島原 三枝 
（福）関西福祉会 

特別養護老人ﾎｰﾑ陵東館 
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No 担当地域 氏名 駐在先（法人名/施設・事業所） 

17 
泉州（高石市・泉大津市・

忠岡町・和泉市） 
横山 みどり 

（福）芳春会 

地域密着型介護老人福祉施設ﾋﾞｵﾗ和泉

18 
泉州（岸和田市・貝塚市・

熊取町） 
岸上 由美子

（福）大恵会 

特別養護老人ﾎｰﾑいなば荘 

19 
泉州（泉佐野市・泉南市・

阪南市・田尻町・岬町） 
粟坂 英子 

（福）せんわ 

特別養護老人ﾎｰﾑせんわ 

20 大阪府内全域 上村 英 本部（府社協社会貢献推進室） 

 

（２）社会貢献支援員全体会議 

№ 日付 会場 内容 

1 27.4.1 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

27 年度事業計画と重点課題について 

2 27.5.8 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

研修（生活福祉資金について） 

府内各市町村の生活困窮者自立支援制度について 

3 27.6.5 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

研修（地域貢献委員会をはじめとした地域福祉の取組）

4 27.7.3 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

研修（コミュニティソーシャルワーカー研修会） 

5 27.8.7 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

意見交換（制度の狭間について考える） 

6 27.9.7 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

大阪しあわせネットワーク進捗状況報告と今後の予定 

7 27.10.2 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

「おはよう朝日です」取材 

8 27.11.6 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

研修（マイナンバー制度および個人情報保護について）

9 27.12.4 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

次年度に向けた配置体制、事業推進について 

10 28.1.8 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

28 年度事業の企画について 

11 28.2.5 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

研修（認定 NPO ふーどばんく OSAKA の取り組み） 

12 28.3.4 
大阪社会福祉

指導センター 

エリア会議・情報共有 

28 年度事業計画について 
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（３）社会貢献支援員に対する教育・研修 

①本会主催研修や行政・関係機関等が開催する研修会等への参加 

社会貢献支援員のスキルアップをはかるため、本会主催研修や行政・関係機関等が開催す

る研修会・セミナー等に積極的に参加し、教育・研修の機会とした。 

 

②新任社会貢献支援員フォローアップ研修会 

№ 日付 会場 内容 

1 27.4.24 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

2 27.5.22 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

3 27.6.24 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

4 27.7.14 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

5 27.9.15 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

6 27.10.13 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

7 27.11.13 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

8 28.1.15 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

9 28.2.18 
大阪社会福祉

指導センター 

現在の活動状況報告、課題共有 

課題解決に向けた意見交換・情報交換 

 

５．研修会・セミナーについて 

（１）コミュニティソーシャルワーカー養成研修会（老人施設部会） 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 27.7.18 
天満研修

センター 
75 

①大阪しあわせネットワークについて 

大阪府社協 社会貢献推進室

②生活困窮者レスキュー事業 11 年間の実践と 

コミュニティソーシャルワーカーに求められる役割

大阪府社協老人施設部会

社会貢献事業推進委員会 委員 赤井 智毅

③生活保護・医療等の社会保障制度 

医療ソーシャルワーカー 奥村 晴彦 氏
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№ 日付 会場 人数 内容 

2 27.8.1 

①地域住民の生活課題と地域福祉 

梅花女子大学 現代人間学部

教授 井元 真澄 氏

②総合相談援助技術 

花園大学 社会福祉学部

教授 福富 昌城 氏

3 27.8.6 

①相談支援活動における人権の視点 

大阪府人権協会 人権支援部 澤井 登志氏

②基本的な支援の流れと仕組み 

大阪府社協 社会貢献推進室

③相談支援システムについて 

大阪府社協 社会貢献推進室

 

（２）コミュニティソーシャルワーカー養成研修会（経営者部会） 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 27.8.15 

天満研修

センター 
59 

①大阪しあわせネットワークについて 
大阪府社協経営者部会

社会貢献事業推進委員会 委員長 菊池 繁信

②生活困窮者レスキュー事業 11 年間の実践と 

コミュニティソーシャルワーカーに求められる役割

大阪府社協老人施設部会

③生活困窮者レスキュー事業における 
基本的な支援の流れと仕組み

大阪府社会福祉協議会社会貢献推進室

④生活保護・医療等の社会保障制度 
医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ奥村 晴彦 氏

2 27.8.20 

①生活を包括的に支える援助の視点の理解 
②相談援助に必要なコミュニケーション技法 
③コミュニティソーシャルワークの展開 

大分大学教育福祉科学部

大学院福祉社会科学研究科

教授 衣笠 一茂 氏

3 27.9.3 

①相談支援活動における人権の視点 

大阪府人権協 人権支援部 澤井 登志氏

②地域の要援護者支援と地域福祉 
大阪府社会福祉協議会地域福祉部

③相談支援システムについて 
大阪府社協社会貢献推進室

 

【参考】コミュニティソーシャルワーカー養成研修会修了者数（平成 16～27 年度） 

合計 1,602 人 
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（３）ＣＳＷマイスター研修会 ※大阪府知事認定 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 27.12.15 

大阪リバーサ

イドホテル 
31 

①コミュニティソーシャルワークについて 
公益財団法人テクノエイド協会

 理事長 大橋 謙策 氏

②大阪府の施策・制度等について 
③生活困窮者支援に関する 

社会資源・制度について

神戸女子大学 健康福祉学部

教授 松崎 喜良

2 28.2.12 

①ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ援助技術演習 

医療ソーシャルワーカー 奥村 晴彦 氏

②ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸにおける事例検討 

大分大学 教育福祉科学部

大学院福祉社会科学研究科

教授 衣笠 一茂 氏

＜事例報告者＞  

（福）慶徳会 常清の里 伊達ＣＳＷ

 

【参考】ＣＳＷマイスター研修会 修了者数（平成 25～27 年度） 合計 142 人 

 

（４）コミュニティソーシャルワーカー研修会 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 27.7.3 
大阪府社会福

祉会館 
109 

①講義「高齢者の貧困と孤立を 

どのように支援するか」

神戸学院大学総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部

社会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 教授 西垣 千春 氏

②事例検討「配偶者が亡くなり 

生活困難に陥った高齢者への支援」

報告者： 

福）成光苑 特別養護老人ホームせっつ桜苑 

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 濱野 竜也 氏

 

（５）相談援助技術研修会（事例検討会） 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 27.10.29 

堺市教育文

化センター

ソフィア・

堺 

30 

『多重債務、多問題を抱える世帯への支援』 

神戸学院大学総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部

社会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 教授 西垣 千春 氏

＜報告者＞ 

福）美木多園 美樹の園 CSW 徳永 周平 氏



12 
 

№ 日付 会場 人数 内容 

2 27.11.4 
テクスピア

大阪 
19 

『さまざまな疾病を抱えた独居男性の支援』 

花園大学社会福祉学部社会福祉学科

教授 川島 ゆり子氏

＜報告者＞ 

福）水平会 ホライズン（泉佐野市）

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 内野 惠子 氏

3 27.11.12 
高槻現代劇

場 
24 

『外国籍の母子世帯への支援』 

梅花女子大学こども学科 教授 井元 真澄氏

＜報告者＞ 

福）桃林会 養護老人ﾎｰﾑとりかい白鷺園（摂津市）

施設長・ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 堤 省吾 氏

4 27.11.17 
大阪赤十字

会館 
20 

『自営業が立ち行かず、生活困窮に陥った世帯へ

の支援』 

神戸女子大学健康福祉学部 社会福祉学科

教授 松崎 喜良氏

＜報告者＞ 

福）晋栄福祉会 ﾅｰｼﾝｸﾞﾎｰﾑ智鳥（門真市）

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 藤井 由佳 氏

5 27.11.27 
大阪社会福

祉指導ｾﾝﾀｰ 
24 

『収入が不安定な夫婦・子ども四人世帯への支

援』 

福井県立大学看護福祉学部社会福祉学科

教授 奥西 栄介氏

＜報告者＞ 

福）由寿会 ｱｰﾊﾞﾝｹｱ島之内（東大阪市）

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 中村 守利 氏

6 27.12.8 
ＬＩＣはび

きの 
44 

『退去を迫られた男性への支援』 

大阪城南女子短期大学人間福祉学科

学科長 前田 崇博氏

＜報告者＞ 

社会福祉法人 みささぎ会（藤井寺市）

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 西矢 隆史 氏

社会福祉法人 長生会

特別養護老人ホーム 美野の里（太子町）

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 杉田 忠史氏

7 28.3.12 

大阪社会福

祉指導セン

ター 

34 

『年金受給日まで所持金がなく生活困窮に陥っ

た独居高齢者への支援』 

医療ソーシャルワーカー 奥村 晴彦氏

＜報告者＞ 

（福）みなと寮 港晴寮 CSW 嶋田 渉氏
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№ 日付 会場 人数 内容 

8 28.3.18 
千里朝日阪

急ビル 
27 

『住居を強制退去された若年夫婦への支援』 

大分大学教育福祉科学部

大学院福祉社会科学研究科教授 衣笠 一茂氏

＜報告者＞ 

恩賜財団済生会支部大阪府済生会

高寿園 CSW 髙田 由紀子氏

 

（６）マッセ・市民セミナー「社会福祉法人による地域貢献事業実践報告会」 ※再掲 

№ 日付 会場 人数 内容 

1 28.3.10 
大阪府社会

福祉会館 
173 

＜実践報告＞ 

①地域ぐるみで子どもたちを育む！母子生活支援

施設における“子どもの学習支援と居場所づくり”

社会福祉法人 みおつくし福祉会

母子生活支援施設東さくら園 園長 廣瀬みどり氏

少年指導員 吉村 敏幸 氏

②自立を目指して頑張る方々をサポート！救護施

設における“農業や様々な作業を通じた就労支援”

社会福祉法人 みなと寮

救護施設 千里寮 施設長 木島 初正 氏

③悩んだ時は、保育園が力になります！保育園の保

護者の心が届いた支援事例 

社会福祉法人 コイノニア福祉会

旭丘まぶね保育園 園長 阿瀨 みな子 氏

    特別養護老人ホーム 大阪好意の庭

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 高倉 由実 氏

＜コメンテーター＞ 

大阪教育大学教育学部教養学科人間科学講座

准教授 新崎 国広 氏

 

６．大阪しあわせネットワークの推進にかかる各種取り組み 

（１）事業愛称の公募・決定 

「オール大阪の社会福祉法人による社会貢献事業」の愛称について、事業の趣旨や目的の

ＰＲにふさわしい、大阪らしい愛称を会員法人・施設から公募し、４９件の応募から選考を

行った。 
◎愛 称：大阪しあわせネットワーク 

◎提案者：社会福祉法人耀き福祉会 保育園千里山キッズ（吹田市） 
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（２）大阪しあわせネットワーク」ロゴマークの制作 

 

＜ロゴマークについて＞ 

地域のニーズをしっかりと受け止め、

それに応える社会福祉法人のすがた

を表現しています。全体を囲む円は、

課題解決のために大阪府内のすべて

の社会福祉法人が連携する様子を表

します。イメージカラーは、ひとりひ

とりのしあわせを願うピンク色です。 

 

（３）「大阪しあわせネットワーク」事業概要パンフレットの制作（50,000 部） 

 

（４）「大阪しあわせネットワーク支援システム」の開発・運用 

事業に参画する社会福祉法人（福祉施設）間における情報共有や、相談支援実績や様々な

地域貢献実践を集約し、社会福祉法人の取り組みの“見える化”をはかるため、平成 20 年

度から生活困窮者レスキュー事業で運用してきた「社会貢献事業相談支援システム」を「大

阪しあわせネットワーク支援システム」として機能拡充し、平成 27 年 11 月 2 日より運用

を開始した。 

 
https://osaka-soudan.jp/ssss/user/login/ 

 

７．各施設種別部会との連携について 

各施設種別部会における社会貢献・地域貢献の推進にかかる取り組みと連携し、大阪しあ

わせネットワークの推進をはかるため、部会、役員会における各種報告、研修会、各種事業
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における連携・協働を行った。 

＜各施設種別部会における社会貢献・地域貢献に関する主な取り組み＞ 

◎保育部会   スマイルサポーター養成研修会 

スマイルサポーターフォローアップ研修会 

◎老人施設部会 就労訓練事業（中間的就労）就労支援担当者養成研修会 

        地域における公益的な取り組みに関する調査 

◎児童施設部会 社会福祉法人の強みを活かした地域貢献事業アンケート 

 

８．ＣＳＷ連絡会の開催支援 

各地域において社会貢献支援員、ＣＳＷ同志の情報交換・連携を目的に定期的に開催して

いる。平成 27 年度は 43 市町村中 35 市町村で開催した。 

 

９．寄付の受け入れ 

№ 日付 寄付者 寄付内容 

1 27.10.7 （福）大阪市生野区社会福祉協議会 米 30 キロ 

2 27.8.26 （福）大恵会 いなば荘 災害時用備蓄食材（703,626 円） 

3 27.10.29 （有）ナカイ 商品券（100,000 円） 

4 27.12.1 （福）大阪市生野区社会福祉協議会 米 210 キロ 

5 28.1.28 和宗総本山 四天王寺 米 214.7 キロ 

6 28.2.1 （福）大恵会 いなば荘  災害時用備蓄食材（1,491,688 円）

 

１０．視察訪問の受け入れ 

№ 日付 内容 

1 27.6.26 東京都板橋区特養施設長会 

2 27.9.28 神奈川県立保健福祉大学河幹夫ゼミ 

3 27.10.9 台湾台中市政府社會局等視察訪問 

4 27.12.8 大分県社会福祉協議会 

5 28.2.16 群馬県保育協議会事務局研修会 

6 28.3.3 栃木県経営協・栃木県社協先進地視察 

 

１１．情報発信 

№ 日付 内容 

1 27.7.12 読売新聞朝刊全国版「明日の社会保障」 

2 27.10.5 おはよう朝日です「高齢者の貧困」 
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１２．平成２７年度決算概要 ※平成 28 年 4 月 28 日時点の見込みに基づくもの 

 平成 27 年度における大阪しあわせネットワークにかかる財務については、大阪府社会福

祉協議会にて処理を行い、平成 28 年 5 月 24 日開催予定の大阪府社会福祉協議会理事会・

評議員会において報告を行う予定であるが、平成 28 年 4 月 28 日時点における決算見込み

に基づく、決算概要については下記のとおりである。 

 

 

※平成 27 年度当初の社会貢献基金額は 310,986 千円であり、上記 

の次期繰越を加えたものが決算時の社会貢献基金額となる。 

※経済的援助支出については、総支援件数 646 世帯 44,144 千円か 

ら、施設からの残額返金 334 件 8,743 千円、対象者からの返還 

金 36 件 623 千円を差し引いた 34,778 千円となっている。 

 

 

～ 本件に関するお問い合わせ ～ 

社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会 

施設福祉部 社会貢献推進室 

電話（06）6762-9488 FAX（06）6762-9472 

 

 


